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判断が「正しかった」と言えるかどうかは、究極的には誰にも分からない。「正

しい」と信じたはずの道が後に大きなわざわいとなることも、また「誤り」だ

と信じたはずの道が後に多くの人々を救うこともあるだろう（43）。ここで問われ

ているのは、そうした不確かな世界において、与えられたおのれの〈生〉を全

うしていくことの意味、そしてそこにあるはずの世代を超えた〈信頼〉のゆく

えに、われわれがいかにして応答することができるのかということなのである。

以上を通じて、われわれは〈有限の生〉の諸原則について詳しく見てきた（表

７）。とはいえ多くの人々にとっては、「意のままにならない生」と向き合うこ

と、そして〈有限の生〉とともに生きるという道の選択は、決して容易なもの

ではないはずである。おそらくわれわれは、〈無限の生〉の「世界観＝人間観」

のもと、あまりに長く生きすぎてしまった。〈社会的装置〉に包摂される、あの

居心地の良さ。それを知ってしまったわれわれは、「不介入」に彩られた「自分

表７　〈有限の生〉をめぐる五つの原則

〈有限の生〉の所在 その肯定が
直接的に意味すること

第一の
原則 「生物存在の原則」

生存に関わるさまざまな要求、
身体を持つことに伴うさまざま
な制約から逃れられないという
こと

生物存在としての人間の宿
命、身体を持つものとしての
人間の宿命を受け入れるとい
うこと

第二の
原則 「生受の条件の原則」

自らの出生それ自体、そして生
受に際して与えられた多くの条
件から逃れられないということ

差異が存在するものとしての
人間的世界を受け入れ、自身
が与えられた「生受の条件」
を受け入れるということ

第三の
原則

「意のままにならな
い他者の原則」

「意のままにならない他者」と関
わることを避けられず、そこに
生じる負担もまた引き受けなけ
ればならないということ

自身が〈関係性〉や〈共同〉
を必要としている事実、また
そこで生じる抑圧を、ある面
では受け入れるということ

第四の
原則

「人間の〈悪〉とわ
ざわいの原則」

人間的な〈悪〉がもたらすわざ
わいから逃れられないこと、ま
たその問題に対処していくこと
が求められるということ

自身もまた〈悪〉の種を携え
た存在であるとの自覚に立
ち、降りかかるであろう〈悪〉
のわざわいを覚悟するという
こと

第五の
原則

「不確実な未来の原
則」

正確な未来を知ることはできな
いこと、どれほど現実が不確か
なものでも、そのなかで生きね
ばならないということ

移りゆく世界の現実を受け入
れ、人知の限界を覚悟すると
いうこと

11_５部-2_下巻.indd   136 2022/01/05   13:43:57

上柿崇英（2021）『〈自己完結社会〉の成立――環境哲学と現代人間学のための思想的試み』
農林統計出版、下巻、p.136




